
(57)【要約】

【課題】本発明は、特に複数の槽容器の温度管理を設備

費、維持費をかけずに一括して行うことができ、槽容器

の微妙な温度管理にも対応できる槽容器の温度調整装置

を提供することを目的とする。

【解決手段】槽容器に備えられた加熱又は冷却用の温調

媒体を有する温調エレメント、温調媒体を所定の温度に

する温度調整機構、温度調節機構と温調エレメントを結

ぶ温調媒体流路を含む槽容器温度調整装置において、さ

らに温調媒体を循環させる流路を設けたことを特徴とす

る槽容器温度調整装置

【選択図】図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
槽 容 器 に 備 え ら れ た 加 熱 又 は 冷 却 用 の 温 調 媒 体 を 有 す る 温 調 エ レ メ ン ト 、 温 調 媒 体 を 所 定
の 温 度 に す る 温 度 調 整 機 構 、 温 度 調 節 機 構 と 温 調 エ レ メ ン ト を 結 ぶ 温 調 媒 体 流 路 を 含 む 槽
容 器 温 度 調 整 装 置 に お い て 、 さ ら に 温 調 媒 体 を 循 環 さ せ る 流 路 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る
槽 容 器 温 度 調 整 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
温 調 媒 体 を 循 環 さ せ る 流 路 に 、 温 調 媒 体 を 循 環 さ せ る 装 置 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ に 記 載 の 槽 容 器 温 度 調 整 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
温 調 媒 体 を 循 環 さ せ る 流 路 に 、 温 度 セ ン サ ー を 設 け 、 温 度 調 節 機 構 と 温 調 エ レ メ ン ト を 結
ぶ 温 調 媒 体 流 路 の 温 調 エ レ メ ン ト 流 入 側 に 設 け ら れ た 弁 の 開 閉 と 該 温 度 セ ン サ ー を 連 動 さ
せ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 槽 容 器 温 度 調 整 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
温 調 媒 体 を 循 環 さ せ る 流 路 を 、 温 度 調 節 機 構 と 温 調 エ レ メ ン ト を 結 ぶ 温 調 媒 体 流 路 の バ イ
パ ス と し て 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 槽 容 器 温 度 調 整 装 置
。
【 請 求 項 ５ 】
複 数 の 槽 容 器 を 同 時 に 異 な っ た 温 度 に 調 整 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か
に 記 載 の 槽 容 器 温 度 調 整 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
槽 容 器 に 備 え ら れ た 加 熱 又 は 冷 却 用 の 温 調 媒 体 を 有 す る 温 調 エ レ メ ン ト 、 温 調 媒 体 を 所 定
の 温 度 に す る 温 度 調 整 機 構 、 温 度 調 節 機 構 と 温 調 エ レ メ ン ト を 結 ぶ 温 調 媒 体 流 路 、 さ ら に
温 調 媒 体 を 循 環 さ せ る 流 路 を 含 む 槽 容 器 温 度 調 整 装 置 を 用 い 、 温 度 調 節 機 構 に よ り 所 定 の
温 度 に 調 整 さ れ た 温 調 媒 体 を 、 温 調 媒 体 を 循 環 さ せ る 流 路 で 循 環 さ せ る こ と に よ り 、 槽 容
器 を 所 定 温 度 範 囲 に 調 整 し 、 槽 容 器 の 所 定 温 度 範 囲 か ら 外 れ た 時 に 、 温 度 調 節 機 構 に よ り
所 定 の 温 度 に 調 整 さ れ た 温 調 媒 体 を 供 給 し 、 槽 容 器 を 所 定 温 度 範 囲 に 調 整 す る こ と を 特 徴
と す る 槽 容 器 温 度 調 整 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 化 学 、 薬 品 、 食 品 工 業 等 で 、 反 応 槽 、 撹 拌 槽 と し て 使 用 さ れ る 容 器 （ 以 下 、 槽
容 器 と い う ） の 温 度 調 整 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 槽 容 器 の 除 熱 ま た は 加 熱 機 構 と し て は 、 図 １ に 示 す よ う に 容 器 本 体 １ ′ の 外 部 に ジ
ャ ケ ッ ト ２ ０ を 付 設 し た ジ ャ ケ ッ ト 方 式 、 図 ２ に 示 す よ う に 容 器 本 体 １ ′ の 内 面 よ り 内 側
に 螺 旋 状 の パ イ プ ２ １ を 固 定 配 置 し た 内 部 パ イ プ 方 式 、 又 は 図 ３ に 示 す よ う に 容 器 本 体 １
′ の 内 面 よ り 内 側 に 容 器 本 体 の 長 手 方 向 に 延 在 し 、 か つ 端 部 が エ ル ボ 接 続 さ れ た パ イ プ ２
２ を 容 器 本 体 の 周 方 向 に 蛇 行 す る よ う に 固 定 し て 配 置 し た 内 部 パ イ プ 方 式 、 更 に は 、 図 ４
に 示 す よ う に 容 器 本 体 １ ′ の 内 面 と 直 角 に 仕 切 板 ２ ３ を 間 隔 を お い て 並 設 し 、 仕 切 板 ２ ３
の 先 端 間 に 内 ス ト リ ッ プ ２ ４ を 跨 設 し 、 内 ス ト リ ッ プ ２ ４ と 前 記 容 器 本 体 １ ′ の 内 面 と の
間 に 仕 切 板 ２ ３ に よ り 仕 切 ら れ た 螺 旋 状 の 流 路 ２ ５ を 形 成 し た イ ン ナ － ジ ャ ケ ッ ト 方 式 （
特 開 昭 ５ ７ － １ ４ ７ ５ ０ ２ 号 公 報 参 照 ） 等 が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
上 記 し た 機 構 に 、 例 え ば 除 熱 を 行 う 場 合 に は 、 冷 媒 と し て 例 え ば ブ ラ イ ン 、 水 等 を 要 求 さ
れ る 温 度 に 冷 凍 機 を 用 い て 冷 却 し 、 ポ ン プ 等 を 用 い て 圧 送 し 、 例 え ば ジ ャ ケ ッ ト ２ ０ の 下
部 か ら 入 れ 、 上 部 か ら 排 出 し 返 送 す る 方 法 で 行 わ れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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し か し こ の 方 法 は 、 複 数 の 槽 容 器 を 同 時 に 異 な る 温 度 に 調 整 す る 場 合 に は 、 各 槽 容 器 ご と
に 温 度 調 整 装 置 を 設 置 す る 必 要 が あ り 、 設 備 費 が か か る 上 に 、 維 持 管 理 が 面 倒 で あ る と い
う 問 題 が あ る 。 ま た 、 冷 凍 機 等 の 温 度 調 整 機 構 の 温 度 設 定 が 、 槽 容 器 で 必 要 と さ れ る 温 度
範 囲 の 設 定 と は 一 致 し な い 場 合 が あ り 、 そ の 場 合 に 、 温 度 管 理 が 困 難 に な る と い う 問 題 が
あ っ た 。
本 発 明 は 、 特 に 複 数 の 槽 容 器 の 温 度 管 理 を 設 備 費 、 維 持 費 を か け ず に 一 括 し て 行 う こ と が
で き 、 槽 容 器 の 微 妙 な 温 度 管 理 に も 対 応 で き る 槽 容 器 の 温 度 調 整 装 置 を 提 供 す る こ と を 目
的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 者 等 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す べ く 鋭 意 検 討 し た 結 果 、 温 度 調 整 を 行 う た め の 媒 体 （ 以
下 、 温 調 媒 体 と い う ） は 、 一 箇 所 で 一 定 の 温 度 に 管 理 し て 各 槽 容 器 に 送 流 し 、 槽 容 器 ご と
に 温 調 媒 体 を 循 環 さ せ る 流 路 を 設 け 、 そ の 流 路 を 循 環 さ せ る こ と に よ り 各 槽 容 器 の 設 定 温
度 範 囲 と し 、 各 槽 容 器 設 定 温 度 範 囲 を 外 れ た と き に は 、 集 中 管 理 さ れ て い る 温 調 媒 体 を 供
給 し 温 度 調 整 を 行 う こ と で 、 上 記 課 題 を 解 決 す る こ と を で き る こ と を 見 出 し 、 本 発 明 を 完
成 す る に 至 っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
即 ち 、 本 発 明 は
（ １ ） 槽 容 器 に 備 え ら れ た 加 熱 又 は 冷 却 用 の 温 調 媒 体 を 有 す る 温 調 エ レ メ ン ト 、 温 調 媒 体
を 所 定 の 温 度 に す る 温 度 調 整 機 構 、 温 度 調 節 機 構 と 温 調 エ レ メ ン ト を 結 ぶ 温 調 媒 体 流 路 を
含 む 槽 容 器 温 度 調 整 装 置 に お い て 、 さ ら に 温 調 媒 体 を 循 環 さ せ る 流 路 を 設 け た こ と を 特 徴
と す る 槽 容 器 温 度 調 整 装 置 に 関 し 、
（ ２ ） 温 調 媒 体 を 循 環 さ せ る 流 路 に 、 温 調 媒 体 を 循 環 さ せ る 装 置 を 設 け た こ と を 特 徴 と す
る （ １ ） に 記 載 の 槽 容 器 温 度 調 整 装 置 、
（ ３ ） 温 調 媒 体 を 循 環 さ せ る 流 路 に 、 温 度 セ ン サ ー を 設 け 、 温 度 調 節 機 構 と 温 調 エ レ メ ン
ト を 結 ぶ 温 調 媒 体 流 路 の 温 調 エ レ メ ン ト 流 入 側 に 設 け ら れ た 弁 の 開 閉 と 該 温 度 セ ン サ ー を
連 動 さ せ た こ と を 特 徴 と す る （ １ ） ま た は （ ２ ） に 記 載 の 槽 容 器 温 度 調 整 装 置 、
（ ４ ） 温 調 媒 体 を 循 環 さ せ る 流 路 を 、 温 度 調 節 機 構 と 温 調 エ レ メ ン ト を 結 ぶ 温 調 媒 体 流 路
の バ イ パ ス と し て 設 け た こ と を 特 徴 と す る （ １ ） ～ （ ３ ） の い ず れ か に 記 載 の 槽 容 器 温 度
調 整 装 置 、
（ ５ ） 複 数 の 槽 容 器 を 同 時 に 異 な っ た 温 度 に 調 整 す る こ と を 特 徴 と す る （ １ ） ～ （ ４ ） の
い ず れ か に 記 載 の 槽 容 器 温 度 調 整 装 置 に 関 す る 。
さ ら に 、
（ ６ ） 槽 容 器 に 備 え ら れ た 加 熱 又 は 冷 却 用 の 温 調 媒 体 を 有 す る 温 調 エ レ メ ン ト 、 温 調 媒 体
を 所 定 の 温 度 に す る 温 度 調 整 機 構 、 温 度 調 節 機 構 と 温 調 エ レ メ ン ト を 結 ぶ 温 調 媒 体 流 路 、
さ ら に 温 調 媒 体 を 循 環 さ せ る 流 路 を 含 む 槽 容 器 温 度 調 整 装 置 を 用 い 、 温 度 調 節 機 構 に よ り
所 定 の 温 度 に 調 整 さ れ た 温 調 媒 体 を 、 温 調 媒 体 を 循 環 さ せ る 流 路 で 循 環 さ せ る こ と に よ り
、 槽 容 器 を 所 定 温 度 範 囲 に 調 整 し 、 槽 容 器 の 所 定 温 度 範 囲 か ら 外 れ た 時 に 、 温 度 調 節 機 構
に よ り 所 定 の 温 度 に 調 整 さ れ た 温 調 媒 体 を 供 給 し 、 槽 容 器 を 所 定 温 度 範 囲 に 調 整 す る こ と
を 特 徴 と す る 槽 容 器 温 度 調 整 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 装 置 が 備 え 付 け ら れ る 槽 容 器 は 、 化 学 プ ラ ン ト 、 食 品 プ ラ ン ト 、 薬 品 プ ラ ン ト 等
の 温 度 調 整 が 必 要 な 工 程 に 用 い ら れ る 容 器 で あ れ ば 、 特 に そ の 形 状 、 材 質 、 様 式 、 用 途 等
に は 制 限 さ れ な い 。 具 体 的 に は 、 化 学 ブ ラ ン ト と に 用 い ら れ る 反 応 槽 、 分 液 槽 、 後 処 理 、
蒸 留 槽 、 食 品 プ ラ ン ト で 用 い ら れ る 醗 酵 槽 、 ま た 、 製 品 貯 槽 等 を 例 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 を 構 成 す る 温 調 媒 体 は 、 温 度 調 整 に 用 い ら れ る 媒 体 を 示 し 、 冷 却 に 用 い ら れ る ブ ラ
イ ン 、 水 等 の 冷 媒 、 加 熱 に 用 い ら れ る シ リ コ ン オ イ ル 、 パ ラ フ ィ ン 系 鉱 油 、 ア ル キ ル ベ ン
ゼ ン 、 ス チ ー ム 等 の 熱 媒 を 例 示 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 を 構 成 す る 温 調 エ レ メ ン ト は 、 先 に 図 示 し た 公 知 の も の は い ず れ も 採 用 す る こ と が
で き る 。 ま た 、 特 開 平 ８ － １ ２ ６ ８ ３ ７ 号 公 報 、 特 開 平 ８ － １ ２ ６ ８ ３ ８ 号 公 報 、 特 開 平
７ － １ ８ ５ ３ １ ４ 号 等 の 公 報 に 記 載 さ れ た 従 来 の 改 良 型 を 用 い る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 を 構 成 す る 温 調 媒 体 を 所 定 の 温 度 に す る 温 度 調 整 機 構 は 、 温 調 媒 体 を 所 定 温 度 に 調
整 で き る も の で あ れ ば 特 に 制 限 さ れ な い 。 例 え ば 、 加 熱 す る 場 合 で あ れ ば 、 媒 体 ボ イ ラ ー
に よ り ス チ ー ム の よ う に 蒸 気 を 発 生 さ せ 凝 縮 伝 熱 さ せ る 気 相 加 熱 方 式 、 加 熱 炉 に よ り 加 熱
す る 熱 油 の ポ ン プ に よ り 循 環 せ し め て 顕 熱 に よ り 加 熱 、 冷 却 す る 液 相 方 式 等 を 例 示 す る こ
と が で き 、 冷 却 す る 場 合 で あ れ ば 、 低 温 冷 媒 タ ン ク 内 に 低 温 液 化 ガ ス の 流 路 を コ イ ル 状 に
設 け た タ ン ク ＆ コ イ ル 式 、 低 温 液 化 ガ ス に よ り 所 定 の 温 度 に 冷 却 さ れ て い る 室 内 に 低 温 冷
媒 流 路 を 設 け た 恒 温 槽 方 式 等 を 例 示 す る こ と が で き る 。 こ れ ら の 温 度 調 整 機 構 は 、 各 槽 容
器 ご と に 設 け る こ と も で き る が 、 本 発 明 の 装 置 に お い て は 、 一 箇 所 で 集 中 管 理 す る こ と で
、 プ ラ ン ト 全 体 ま た は 一 部 の 槽 容 器 の 温 度 管 理 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 の 装 置 の 好 ま し い 一 実 施 形 態 を 図 ５ に 示 す 。 図 ５ に は 、 冷 却 装 置 の 概 念 図 を 示 し て
お り 、 冷 媒 で 冷 却 し な が ら 行 う に 必 要 な ジ ャ ケ ッ ト と 撹 伴 機 付 き 反 応 槽 （ １ ） 、 反 応 槽 ジ
ャ ケ ッ ト と ポ ン プ を 介 し て 冷 媒 を 循 環 さ せ る 冷 媒 循 環 ラ イ ン （ ２ ） と 冷 媒 逆 流 用 弁 （ ８ ）
、 冷 媒 の 流 入 を 自 動 弁 で 調 整 し ジ ャ ケ ッ ト と 冷 媒 ラ イ ン の 冷 媒 を 循 環 さ せ る 冷 媒 循 環 ポ ン
プ （ ３ ） 、 こ の 循 環 ラ イ ン の 温 度 を 監 視 す る 冷 媒 温 度 セ ン サ ー （ ４ ） と セ ン サ ー に 連 動 す
る 冷 媒 入 り ロ 自 動 弁 （ ５ ） 、 冷 媒 流 入 ラ イ ン （ ６ ） お よ び 冷 媒 返 送 ラ イ ン （ ７ ） を 示 す 。
【 ０ ０ １ ２ 】
冷 媒 循 環 ラ イ ン （ ２ ） は 、 冷 媒 流 入 ラ イ ン （ ６ ） お よ び 冷 媒 返 送 ラ イ ン （ ７ ） と は 繋 が ら
な い 別 の 位 置 に 設 け る こ と も 可 能 で あ る が 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 冷 凍 機 に 繋 が る 冷 媒 流 入
ラ イ ン （ ６ ） お よ び 冷 媒 返 送 ラ イ ン （ ７ ） の 一 部 に バ イ パ ス と し て 設 け る の が 好 ま し い 。
こ の よ う に 設 置 す る こ と で 、 複 雑 な 配 管 を 増 や す こ と な く し か も 、 温 度 管 理 を 容 易 に 行 う
こ と が で き る 。
ま た 、 冷 媒 循 環 ラ イ ン （ ２ ） を 循 環 す る 冷 媒 が 、 冷 媒 返 送 ラ イ ン （ ７ ） に 流 入 す る の を 防
止 す る た め 、 冷 媒 返 送 ラ イ ン （ ７ ） の 位 置 を 冷 媒 循 環 ラ イ ン （ ２ ） の ジ ャ ケ ッ ト 出 ロ 側 の
位 置 よ り も 、 若 干 高 く し て お く の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
冷 媒 循 環 ポ ン プ （ ３ ） の 種 類 は 特 に 制 限 は な い が 、 具 体 的 に は ノ ン シ ー ル タ イ プ の ボ ン プ
を 好 ま し く 例 示 す る こ と が で き る 。 循 環 ポ ン プ の 吐 出 圧 力 は 温 度 調 節 を 行 う 槽 容 器 の 大 き
さ と 位 置 、 配 管 径 、 ポ ン プ の 大 き さ 、 設 置 場 所 な ど に よ っ て 異 な り 、 さ ら に 、 調 整 す る 温
度 範 囲 の 制 御 の 程 度 に よ っ て も 異 な る 。
ま た 、 冷 媒 循 環 ラ イ ン （ ２ ） で 循 環 す る 冷 媒 温 度 が 設 定 温 度 よ り 高 く な り 、 自 動 弁 開 度 が
大 き く な り 冷 や さ れ た 冷 媒 が よ り 多 く 流 入 し た と き 、 ジ ャ ケ ッ ト 出 ロ に 接 続 さ れ て い る 冷
媒 返 送 ラ イ ン （ ７ ） ヘ 直 接 流 れ な い よ う に 冷 媒 返 送 ラ イ ン （ ７ ） と 冷 媒 循 環 ラ イ ン （ ２ ）
の 間 に 逆 流 防 止 弁 （ ８ ） を 設 け る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
冷 媒 循 環 ラ イ ン 中 の 冷 媒 温 度 は 、 冷 媒 温 度 セ ン サ ー （ ４ ） を 設 け て 監 視 す る の が 好 ま し く
、 さ ら に 、 冷 媒 温 度 セ ン サ ー と 自 動 弁 （ ５ ） を 連 動 し て お き 、 冷 媒 循 環 ラ イ ン 中 の 温 度 が
設 定 温 度 範 囲 外 に な っ た 場 合 に は 、 自 動 弁 （ ５ ） が 開 き 冷 媒 を 冷 媒 循 環 ラ イ ン （ ２ ） に 流
入 さ せ る こ と で 温 度 調 節 を 行 う の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 同 じ 反 応 槽 で エ 程 ご と に 冷 却 温 度 を 変 え て 反 応 す る 場 合 に お い て も 、 冷 凍 機 の 設 定
温 度 を 変 更 す る こ と な く 、 冷 媒 循 環 ラ イ ン で 温 度 調 整 を 行 う こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 複
数 の 槽 容 器 を 、 同 時 に 異 な っ た 温 度 に 調 整 す る 場 合 に お い て も 、 冷 凍 機 等 の 温 度 調 整 機 構
を 槽 容 器 ご と に 設 け る こ と な く 、 一 箇 所 で 、 槽 容 器 よ り も 少 な い 設 備 で 対 応 す る こ と が 可
能 と な る 。
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【 ０ ０ １ ６ 】
以 下 、 実 施 例 を 用 い て 本 発 明 を 更 に 詳 細 に 説 明 す る が 、 本 発 明 は 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の
で は な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 実 施 例 】
実 施 例 １
６ ｍ ３ Ｇ Ｌ 反 応 槽 に ト ル エ ン と ｐ － ニ ト ロ ベ ン ジ ル ア ル コ ー ル を 仕 込 み 撹 伴 下 に ホ ス ゲ ン
ガ ス を 吹 き 込 ん で 、 ｐ － ニ ト ロ ベ ン ジ ル ク ロ ロ ホ ー メ イ ト を 合 成 し た 。 反 応 装 置 、 冷 却 装
置 は 図 ５ に 示 す 装 置 を 用 い た 。 反 応 槽 温 度 を － ３ ～ － １ ℃ に 保 持 す る た め 、 冷 凍 機 か ら 流
入 す る － ８ ～ － １ ０ ℃ の ブ ラ イ ン （ ５ ０ 体 積 ／ 体 積 ％ の エ チ レ ン グ リ コ ー ル 水 溶 液 ） を 冷
媒 循 環 ラ イ ン （ ２ ） に 流 入 さ せ 冷 媒 循 環 ポ ン プ （ ３ ） で 循 環 さ せ た 。 反 応 槽 の 温 度 が ２ ２
℃ か ら 次 第 に 下 が り 、 冷 媒 温 度 セ ン サ ー （ ４ ） の 設 定 温 度 を － ３ ～ － １ ℃ と し た 。 冷 媒 入
り ロ 自 動 弁 （ ５ ） の 開 度 は ５ ％ で 冷 却 さ れ た ブ ラ イ ン が ほ と ん ど 入 っ て こ な い 状 態 で 冷 媒
循 環 ラ イ ン （ ２ ） の み で 冷 却 し て い た 。 そ の 後 、 反 応 槽 内 は 設 定 さ れ た 温 度 範 囲 で 安 定 し
た 。 次 に ホ ス ゲ ン ガ ス を 導 入 し 反 応 を 開 始 し た 。 反 応 熱 で 反 応 槽 内 温 が ０ ～ ２ ° Ｃ に 上 昇
し た た め 、 冷 媒 流 入 自 動 弁 （ ５ ） の 開 度 が ３ ０ ％ に な り 、 － ３ ～ － １ ℃ に 保 持 す る よ う に
コ ン ト ロ ー ル し た 。 反 応 を 通 じ て 、 温 度 管 理 が 容 易 で あ り 、 反 応 熱 を 抑 え る こ と が で き 、
反 応 が 暴 走 す る こ と は な か っ た 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 述 べ た よ う に 、 本 発 明 の 装 置 を 用 い る こ と に よ り 、 複 数 の 槽 容 器 の 異 な る 温 度 で の 温
度 管 理 を 、 一 箇 所 の 設 備 で 行 う こ と が 可 能 と な り 、 一 つ の 槽 容 器 に お い て も 異 な っ た 温 度
管 理 に 迅 速 に 対 応 が で き 、 さ ら に 、 急 激 な 温 度 変 化 へ の 対 応 を 円 滑 に 行 う こ と が で き る 。
製 造 に お い て 温 度 管 理 は 重 要 で あ り 、 本 発 明 の 産 業 上 の 利 用 価 値 は 高 い と 言 え る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 槽 容 器 の 温 度 管 理 を 行 う 従 来 の 装 置 の 縦 断 面 図 を 示 す 。
【 図 ２ 】 槽 容 器 の 温 度 管 理 を 行 う 従 来 の 装 置 の 縦 断 面 図 を 示 す 。
【 図 ３ 】 槽 容 器 の 温 度 管 理 を 行 う 従 来 の 装 置 の 縦 断 面 図 を 示 す 。
【 図 ４ 】 槽 容 器 の 温 度 管 理 を 行 う 従 来 の 装 置 の 縦 断 面 図 を 示 す 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 温 度 調 整 装 置 の 一 実 施 形 態 を 示 す 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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